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区のお知らせ

第542 号( 1)

足 立 区
編集/企画部広報課
足立区 千住一丁目4- 18

( 882) 1111
第二庁 舎　( 889) 6161

人口・面積( 56. 4. 1)
世 帯　210, 310
人 口　625, 690
男　316, 598
女　309, 092

面 積　53. 25 ㎞2
人口密度　11, 750 人/㎞2

5 月5 日は
こどもの日

あ
そ
び
っ
て

素
晴
ら
し
い

端
午
の
節
句

紀
元

前
の

中

国
の

暮

ら
し

を

し
る

し
た

荊
楚
(

け

い

そ
)

歳

時
記

に
よ

る
と

、
古

来

、
五

月

は
悪

月
と

さ
れ

、
そ

の

厄
払

い

を
月
の

は

じ
め
の

午
(

う
ま
)

の

囗

に
行

っ
た

と

あ
り

ま

す
。

薬

効
の

あ
る

ヨ
モ

ギ

で
つ

く

っ
た

人
形

を
門

戸

に
か

け
、

ヨ

モ
ギ
の

冠

ぞ
頭

に
い

た

だ
き

、

閾

を
入

れ
た

醗

を
浴

び

、
五

色

の

糸

を
ひ
じ

か
け

に

肖

蒲

を
ひ

た
し

た
酒

を
飲
ひ

の

が
習

わ

し

だ
っ

た
と
呎

日

本

で

も
古

く

か

ら
五

月
怯

さ
つ

き
い

み
"
と

呼

ば

れ
る
忌
(

い
)
み

月

。
こ

の

た
め

、
仏
教

伝

来
と

と

も

に
伝

わ
っ

た
端

午
の

風
習

は

ご

く
自

然

に
と
り
入

れ

ら
れ

た

様
子

。

ヨ
モ
ギ

人
形

が

武

者

人

形

に
、

ヨ
モ

ギ
の

冠

が
菖

蒲
の

鉢

巻
き

に
闌

讌
が
曹

荊

漏

に
、

五

色
の

糸
は

五
色
の

吹

き

流
し

に

・・・
と

多
少
の

変
化

は

あ

り
ま

す

が
今

も
な

お
、

中
国

古

代
の

風

習

は
形

を
と
ど
め

て

い

る
よ

う

で

す

。

五月哨れの下で、子どもたちがかん声をあげ、 かけ

まわっている姿呟、平和な日本をあらわしていると
ともに、日本の子どもは幸せだと、しみじみ思われ

ます。その反面、少年非行の問題が、マスコミを通
じて、声高に叫けばれています。 だれもが、子ども

の健全育成を願っています。そこで、子どもにとっ
て、幸せとはどんなことなのかを考えてみました。

あ
そ
び
は

子
ど
も
の
学
習

大
人
の
遊
ぴ
と
い
う
と
、
ス
ト
レ

ス
解
消
が
中
心
で
す
が
、
と
か
く
遊

び
は
よ
く
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
人
の
口
か
ら
、
子
ど
も

の
あ
そ
び
を
み
る
と
、
ど
う
し
て
も

大
人
の
感
覚
で
判
断
し
が
ち
で
す
。

と
こ
ろ
か
、
孑
と
も
の
あ
そ
ひ
は
、

大
人
に
な
っ
て
健
全
な
社
会
生
活
を

い
と
な
む
た
め
の
、
大
切
な
体
験
学

習
を
し
て
い
る
の
で
す
。

幼
児
の
あ
そ
ぴ
を
み
て
い
る
と
、

な
ん
に
で
も
話
し
か
け
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
想
像
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
な
ん
に
で
も
さ
わ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
動
の
‘な
か
で
、
自
分

に
と
っ
て
危
険
な
こ
と
、
良
い
こ
と

な
ど
を
体
験
し
ま
す
。
小
学
生
に
な

り
ま
す
と
、
仲
間
で
集
団
あ
そ
ぴ
を

し
ま
す
が
、た
の
し
く
あ
そ
ぷ
に
は
、

仲
問
同
志
で
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り
ま
す
。

そ
し
て
、
年
長
者
は
、
年
少
者
を
リ

ー
ド
し
、
年
少
者
は
年
畏
者
と
、
じ

ょ
う
ず
に
あ
そ
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自

然
と
社
会
生
活
の
あ
り
方
を
お
ぼ
え

ま
す
。

も
し
も
、
子
ど
も
か
ら
あ
そ
ぴ
を

と
り
、
知
育
教
育
の
み
で
育
て
た
ら

ま
っ
た
く
社
会
性
の
な
い
大
人
が
で

き
あ
が
り
、
反
社
会
的
な
行
動
に
走

っ
た
り
、
人
間
性
豊
か
な
も
の
が
な

い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
人
間
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

あ
そ
び
は

子
ど
も
を
育
て
る

子
ど
も
に
は
、
三
つ
の
顔
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家

庭
で

の

顏
、
学
校
で
の
顏
、
そ
し
て
地
域
社

会
で
子
ど
も
同
志
で
あ
そ
ぷ
顏
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
で
は
、
保
護
者
に
対

す
る
甘
え
と
、
「
し
つ
け
」
に
対
す

る
身
か
ま
え
か
あ
り
、
学
校
で
は
知

育
教
育
を
通
し
て
の
先
生
と
の
関
係

か
ら
、
知
ら
す
知
ら
ず
の
う
ち
に
身

が
ま
え
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
地
域
社
会
で
の
あ
そ
ぴ

は
の
ぴ
の
ぴ
と
活
動
し
、
生
き
生
き

と
し
て
き
ま
す
。

区
に
、
学
童
保
育
室
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
子
ど
も
を
あ

ず
け
た
母
観
が
、
指
導
員
に
対
し
、

「
う
ち
の
子
は
、内
気
で
協
調
性
が
な

い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
子
ど
も
は
、
学
童
保
育
室
で
大

活
躍
を
し
、
い
つ
の
閧
に
か
子
ど
も

た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
可
能
性
と
い
う
の
は
、

広
く
大
き
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

こ
の
例
で
十
分
に
理
解
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
力
一
杯
あ
そ
ぶ
、
そ
し
て

集
団
で
活
動
し
て
行
く
な
か
で
、
子

ど
も
は
育

。て
行
く
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

あ
そ
び
は

子
ど
も
の

未
来
を
つ
く
る

あ
そ
び
、
あ
そ
び
と
い
う
と
、
そ

ん
な
に
あ
そ
ん
で
い
て
は
、
ろ
く
な

子
ど
も
に
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
。
要
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
で
は
な
い
で
し
冫
つ
か
。
現
代
は

あ
ま
り
に
も
知
育
教
育
に
重
点
を
置

き
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
子
と
も
の
あ

そ
び
時
間
を
、
少
々
ふ
や
し
た
ら
ど

う
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
生
懸
命
勉
強
し
、
一
生
懸
命
あ

そ
ぷ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
子
ど
も

た
ら
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
立
派

な
社
会
人
と
な
り
、
心
あ
た
た
か

く
、
し
か
も
た
く
ま
し
い
人
間
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
I
つ
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
社
会
で
の

大
人
た
ち
の
理
解
と
協
力
、
そ
し
て

子
ど
も
に
と
っ
て
の
良
い
環
境
を
作

り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

ドッ チボー ル で遊ぶ 元気なこど もたち

わがまちの住区施設
5月1日

開館

六木 住区セ ンター

六月住区 セン ター

渕江住区センター

地
域
社
会
に
お
け
る
住
民
相
互
の

連
帯
と
、
人
間
性
豊
か
な
心
の
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
、
わ
が
ま
ち
づ
く
り
の

施
設
と
し
て
、
六
木

住
区
セ
ン
タ

ー
ご
(
月
住
区
セ
ン
タ
ー
、
溯
江
住

区
セ
ン
タ
ー
の
三
施
設
が
、
五
月
一

口
に
開
館
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
都
営
住
宅
の
一
陪

郎
分
に
設
瞳
さ
れ
、
集
会
施
設
、
児

童
館
(
学
童
保
育
室
を
含
む
)
、
老

人
館
の
三
点
セ
y
卜
の
庄
区
施
設
で

す
。
そ
し
て
、
地
域
住
民
の
組
織
に

よ
る
「
住
区
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委

貝
会

」
の
自
主
管
理
で
運
営
さ
れ
、

地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
も
の

で
す
。

□
集
会
施
設
(
会
議
室
)

会
議
室
は
、
定
員
四
十
～
五
十
名

で
、
講
習
会
、
話
し
合
い
な
ど
の
会

合
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童

嶝
、
老
人
卵
の
休
館
口
と
夜
間
は
、

全
館
を
住
区
桑
会
施
設
と
し
て
、
多

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
か
で

き
ま

す
。

利
用
時
間
帯

午
前
、
午
憮

夜
間

の
三
区
分
で
、
連
続
利
用
も
で
き

ま
す

開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
十
時

休
館
日

毎
月
第
三
月
曜
日
(
膺
掃

休
館
日
)
、
お
よ
び
年
末
年
始
(
十

二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
)

申
込
方
法

利
用
日
の
三
ヵ
月
前
か

ら
住
区
セ
ン
タ
ー
の
受
付
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
(
電
話
に
よ
る
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

□
児
童
館

広
鳩
、
図
一
室
、
工
作
室
、
学
童

保
育
室
そ
の
他
'
m

が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
用
途
に
応
じ
た
股
備
が
整

っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
五
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
三

日
曜
日
(
家
庭
の
日
)
、
お
よ
ぴ

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日
～

一
月
三
日
)
、
国
民
の
祝
日
(
こ

ど
も
の
日
は
除
く
)

□
老
人
館

大
広
間
や
娯
楽
寔
に
、
レ
コ
ー
ド

プ
レ
ー
ヤ
ー
、
囲
碁
、
将
棋
が
あ
る

ほ
か
、
ロ
ビ
ー
に
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、

バ
ン
パ
ー
な
ど
、
お
年
寄
り
の
方
々

の
た
め
の
諸
設
備
を
整
え
て
あ
り
ま

す
。

開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
五
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
三

口
曜
口
(
家
庭
の
‥‥
)
、
お
よ
ぴ

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日
～

一
月
三
日
)
、
国
民
の
祝
日
(
敬

老
の
'口
は
除
く
)

◎
利
用
方
法
、
運
営
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
六
木
住
区
セ
ン
タ
ー

　
六
二
九
-

一
七
一
六

▽
六
月
住
区
セ
ン
タ
ー

　
八
苙
〇
-

三
四
九
四

▽
溯
江
住
区
セ
ン
ター
　
八
五
〇
-
三

四
六
七

こどもの日の

もよおしもの

こ
と
も
の
日
に
楽
し
い
体
し
も

の
が
各
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
で
、

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

友
達
や
ご

家
族
で
お
い

で
く

だ
さ

申
し
込
み

や
く
わ
し
い

こ
と
は
、
直

接
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
へ
ど

う
ぞ
。

◎
劇
団
公
演

(
午
後
二
時
)
東
部
セ
ン
タ

ー
(
　
六
〇
五
一
七
一
〇
こ
、

千
住
あ
ず
ま
児
童
館
(
`
-
(
(

ニ
ー
一
二
一
(
)

◎
野
原
へ
と
び
だ
そ
う
(
午
前
十

時
)

中
部
セ
ン
タ
ー

　
(
(

九
一
四
六
六
一

◎
昼
食
会
(
午
前
十
一
時
)

千

住
セ
ン
タ
ー
(
　
(
(

ニ
ー
ニ

七
六
五
)
、
栗
原
酉
児
童
館
(
　
(

九
九
-
(

七
六
一
)

◎
親
子
映
画
会
(
午
後
二
時
)

花
畑
セ
ン
タ
ー

　
(
五
〇
j

二
六
一
七

◎
か
し
わ
も
ち
を
つ
く
ろ
う
(
午

後
三
時
)

西
伊
興
児
童
館

　
(
九
七
一

六
九
四
八

◎
ミ
ニ
運
動
会
(
午
後
二
時
)

西
保
木
閧
児
童
館

　
(
【
四
-

】
コ

四

◎
親
子
で
つ
く
ろ
う
(
午
後
二
時
)

加
平
児
童
館

　
六
二
九
丿
四

〇
〇
一

◎
す
も
I冫
大
会
(
午
後
二
時
)

本
木
東
児
童
館

　
八
四
九
―

三
〇
〇
五

◎
の
ど
じ
ま
ん
大
会
(
午
後
二
時
)

大
谷
田
児
童
館

　
六
二
九
-

五
四
六
〇

◎
お
弁
当
会
(
午
前
十
時
)

栗

島
児
童
館

　
(
四
(
圭
二
四

七
一

※
こ
ど
も
の
日
の
ほ
か
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
楽
し
い
催
し
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
各
セ
ン

タ
ー
・
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
区
内
め
ぐ
り

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

区
内
に
あ
る
区
や
都
の
施
設
に

つ
い
て
、
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
、
広
報
課
で
は
年
間

二
十
回
の
施
設
見
燮
'
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ご
自
分
の

目
で
区
内
施
設
を
確
か
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

今
回
の
施
設
見
吻
会
は
、
次
の

要
領
で
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

五
月
十
九
日
(
火
)
・
二

十
日
(
水
)
の
二
日
間
、
午
前

九
時
三
十
分
～
午
後
四
時
頃

参
加
資
格

区
内
在
住
の
惆
二
十

歳
以
上
で
睹
康
な
方

定
員

各
日
と
も
二
十
五
名

見
学
施
設

足
立
高
等
職
業
馴
練

校
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

老
人
会
館
、
竹
の
塚
温
水
プ
ー

ル
、
足
立
清
掃
工
場
、
教
育
セ

ン
タ
ー

申
込
方
法

竜
話
で
広
報
課
へ

申
込
期
限

五
月
六
日
～
九

日
(

九
日
は
正
午
ま
で
)

参
加
費

無
料
(
昼
食
は
こ
ち
ら

で
用
意
し
ま
す
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。
当
選
者
に
の
み
(

ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ
先

広
報
課

入
室
児
童
を
募
集
し
ま
す

区
立
学
童
保
育
室

六
月
か
ら
開
設
す
る
学
童
保
育

室
に
入
室
の
児
童
を
、
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
保
育
室
(
新
般
)

六

木
児
童
館
学
童
保
育
室
(
六
木

三
上
二
九
一
五
上

○
一
)

申
込
受
付
期
間

五
月
六
日
～
十

五
日

入
室
で
き
る
児
童
小
学
校
了

三
学
年
の
児
童

申
込
で
き
る
方

保
護
者
か
働
い

て
い
た
り
病
気
な
ど
の
た
め
、

下
校
後
の
児
童
の
世
話
が
で
き

な
い
方

保
育
期
間

昭
和
五
十
六
年
六
月

一
日
～
昭
和
五
十
七
年
三
月
三

十
一
日

募
集
人
員

四
十
名

費
用
(
保
矚
者
a
担
金
)

児
童

一
人
あ
た
り
月
額
千
円

申
込
に
a
I
{
な
も
の

申
請
書
、

勤
務
証
明
番
、
調
査
一
(

用
紙

は
六
木
児
童
館
で
配
布
し
ま

す
)
、
印
か
ん

申
込
先

六
木
児
童
館
(
住
区
セ

ン
タ
ー
)

く
わ
し
く
は
、
住
区
施
設
課
へ

ど
う
ぞ
。

派
遣
し
ま
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

区
で
は
、
区
内
少
年
団
体
の
活

発
化
を
は
か
る
た
め
、
各
団
体
の

行
事
に
対
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'

ン
リ
ー
ダ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

申
込
方
法

行
事
を
実
施
す
る
日

の
二
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

※
申
請
一

は
、
青
少
年
係
に
あ
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

広
報
課
で
は
、
「
足
立
の
歴
史
-
改
訂

版
」
を
再
版
し
ま
し
た
。
現
在
、
区
役
所

五
階
広
報
課
に
お
い
て
四
百
円
で
頒
布
中

で
す
。
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みんなで考えみんなが参加
心豊かな社会づくりを

国 際 障 害 者 年
国際障害者年の
シンボルマーク

陣
害
そ
も
つ
人
も
、
も
た
な
い
人
も
連
帯
し
て
手
を
と

り
あ
い
、
平
等
の
立
場
か
ら
支
え
あ
っ
て
い
る
姿
そ
表
わ

し
平
等
・
希
望
・
支
援
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
模

様
は
尽
連
の
紋
章
の
一
郎
で
す
。

今
年
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。
テ

ー
マ
は
「
完
全
参
加
と
平
等
」で
す
。

こ
の
活
動
は
、
国
連
の
提
唱
に
基

づ
弌

い
ま
全
世
界
的
に
・展
聞
さ
れ

て
い
ま
す
。
障
害
を
も
つ
人
々
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
心
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

国
際
障
害
者
年

五
つ
の
目
的

「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
実
現
す

る
た
め
、
国
連
は
次
の
よ
う
な
五
つ

の
目
的
を
設
け
ま
し
久

一
、
障
害
を
も
つ
人
が
身
体
的
に
も

榊
神
的
に
も
社
会
へ
の
参
加
が
で
き

る
よ
う
援
助
し
よ
う

二
、
障
害
を
も
つ
人
に
対
し
、援
助
、

馴
練
、
冶
療
お
よ
び
指
導
を
行
い
、

適
切
な
届
用
の
機
会
を
つ
く
り
、
社

会
生
活
に
十
分
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う

三
、
障
再
を
も
つ
人
が
社
会
生
活
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
趣
築
物

や
交
通
機
関
を
利
用
し
や
す
く
す
る

四
、
障
害
を
も
つ
人
が
経
済
的
、
社

会
的
活
動
な
ど
多
方
而
に
参
加
、
貢

献
す
る
こ
と
に
つ
い
て
広
く
周
知
さ

せ
る

五
、
障
害
尭
生
の
防
止
お
よ
び
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
'
ン
の
た
め
の
対
策
を

推
進
す
る

国
際
障
害
者
年
を

推
進
す
る
た
め
に

国
で
は
、
総
理
大
臣
を
本
都
長
と

す
る
i

際
障
害
者
年
推
進
本
都
」

を
総
理
府
に
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

都
で
は
、
知
享
を
本
部
長
と
し
、
福

祉
伺
に
推
進
本
部
を
置
い
て
い
ろ
い

・ろ
な
事
業
を
計
画
中
で
す
。

一
方
、
区
で
も
、
区
長
を
本
部
艮

と
す
る
推
進
本
部
を
設
け
、
事
務
局

の
組
織
を
盤
え
ま
し
气

そ
し
て
、

障
害
を
も
つ
人
々
や
関
係
者
の
団
体

か
ら
の
、
意
見
や
嬰
望
を
ま
と
め
る

た
め
の
連
絡
協
議
会
を
、
定
期
的
に

鬨
催
し
て
い
ま
す
。

い
ま
区
で
は
、
昭
和
・五
卜
五
年
度

を
初
年
度
と
す
る
卜
年
間
に
わ
た
る

基
本
計
画
に
沿
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
哄

業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
を
も
つ
人
々
の
団
体
や
、
圸

峨
の
人
々
の
相
瓦
の
理
解
か
ら
生
ま

れ
た
'
。
口
の
山
町
ひ
ま
わ
り
作
業

所
」
、
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
や
花
畑
セ
ン

タ
ー
内
の
「
障
害
者
の
店
、
友
愛
」
、

四
月
二
十
四
目
に
開
店
し
た
ニ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
、
'々
-
内
の
「
蹕

富
占
の
店
、
ゆ
う
あ
い
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」
な
ど
も
棊
木
計
両
の
具
体
化
で

す
。
今
後
と
も
障
害
者
団
休
の
意
見

や
要
望
を
基
本
計
画
の
中
に
位
置
づ

け
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
か

ら
国
際
障
害
者
年
を
意
義
あ
る
も
の

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
障
害
者
年
に

深
い
理
解
を

現
在
、
区
に
は
約
一
万
三
千
人
の

障
害
者
(
児
)
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
風
際
障
害
者
年

」
を
契
機
に

障
害
を
も
つ
人
々
は
い
ま
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
ひ
た
む
き
な
努
力
を
重

ね
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ
、
障
害
を
も
つ

人
、
も
た
な
い
人
の
交
流
を
図
り
、

さ
ら
に
深
く
理
解
し
合
え
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
「
社
会
づ
く
り
」
を
す
す

め
ま
し
ょ
う
。

梅 島 生 活実 習所( 木 工 室)

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

五
月
十
二
日
は

民
生
委
員
の
日

民
生
委
員
制
度
が
別
設
さ
れ
た
大

正
六
年
>五
月
卜
二
目
を
記
念
し
、
全

国
民
生
委
員
臨
塰

芒

は
、
こ
の
日

を

艮

生
委
以
の
尽

と
定
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
气

民
心
委
貝
は
、
社
会
奉
庄
の
精
神

を
も
っ
て
地
域
社
会
の
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
や
、児
童
、心
身
障
客
者
、

老
人
な
ど
の
こ
と
で
悩
み
や
問
題
を

か
か
え
て
苦
し
ん
で
い
る
夊
々
の
良

き
相
談
相
手
と
し
て
、
援
助
、
指
4

す
る
こ
と
を
職
務
と
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
四
百
七
卜
拓
の
ぢ
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
圸
域
で
ほ
政
と
位
戉
と

の
パ
イ
プ
収
と
し
て
活
阻
し
て
い
ま

す
。

人
格
、
識
見
が
高
く
、
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
て
い
て
佃
人
の
秘
密

は
必
ず
守
る
よ
う
細
心
の
注
意
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
・・崩
阯
の
こ
と
は
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

代
り
係

第
一
回

生
業
資
金
の
貸
付

対
象
-
1
般
9
畩
機
関
か
・
り
融
資
つ

受
け
る
こ
と
が
困
鮮
ス

貸
0
つ

受
け
る
弔
支
に
よ
っ
て
り
計
ぞ
立

て
る
(
什
民
税
が
お
お
ひ
わ
均
等

割
以
下
)
む
ス

次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
与

▼
区
内
に
一
年
以
L
皿
ん
て
い
る

こ
と
▼
す
ぐ
に
呱
f
宸
か
始
め
I
り

れ
る
こ
と
▼
什
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と
y
確
実
な
連
帯
保

証
人
が
い
る
こ
と

貸
付
限
度
額

し
i
亙
円

利
子
年
三
・
六
五
%
(
す
え
お
き

期
間
中
は
恥
利
子
)

返
済
万
法

ハ
ト
川
均
等
償
還
(
六

ヵ
月
す
え
お
き
)

申
込
受
付
期
M
五
月
六
口
～
卜
(

日
(
用
紙
は
出
張
所
に
も
あ
り
)

問
合
せ
先

援
護
係

お
と
し
よ
り
の
家
庭
に

非
常
ベ
ル
・

ブ
ザ
ー
を
設
置

一
人
ぐ
ら
し
の
M
と
し
よ
り
(
包

入
の
み
の
皀
帯
そ
澂
む
)
の
乃
に
非

常
ベ
ル
そ
設
置
し
て
、
急
病
や
火
災

写
の
緊
急
悳
態
か
T
じ
た
と
き
早
期

に
鳬
兒
し
、
小
故
か
ら
守
り
ま
气
　

ブ
ザ
ー
は
稷
だ
!
り
の
扣
九
し
よ

り
力
い
る
家
庭
ミ

お
と
し
よ
り
力

郎
甲
二

介
護
し
て
い
る
家
族
の
祁

屋
と
の
閧
を
連
絡
し
攴
恚

費
用

無
料

申
込
方
法

印
か
ん
を
持
参
し
、老

人
福
祉
係
へ

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
屈
祉
係

身
体
障
害
者
の
方
へ

有
料
道
路
通
行
料
が

割
引
き
に
な
り
ま
す

身
体
障
害
者
の
ぴ
が
有
料
道
路
を

利
用
す
る
場
合
、
通
行
料
金
の
割
引

が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
(
F

肢
ま

た
は
休
幹
機
能
障
害
)
を
持
っ
て

い
る
な

対
象
に
な
る
車

対
象
者
か
自
ら
迅

転
す
る
乗
用
車
(
ラ
イ
ト
バ
ン
等

乗
貨
兼
用
も
含
む
)
で
、
本
人
、

ま
た
は
本
人
と
生
計
を
共
に
す
る

政
が
所
有
す
る
も
の

※
営
業
用
の
自
動
巾
は
除
く

割
引
率

五
O
%

割
引
さ
れ
る
有
料
遭
路
y
都
内
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、

山
梨
県
内
の
全
て
の
吋
科
道
略

▼
日
本
道
略
公
団
ま
た
は
還
輸
省

が
宵

理

、
所

管

す
る

全
国

の

有

料

道
路

申
請
方

法

所

轄
の

臨

祉
彫

罌

所

に

斗
体

障

害
者

手
帳

、
運

転
免

許
証

自
動

車

登
録

証

ふ
I一持

参

す
れ

ぱ

剖

引

券

を

交
付

し

ま

す

申
請
・

問

合
せ

先

足

立

福
祉

事

務

所
(

　
(

八
(
-

三

一

四
一
)

、

巾
部

福

祉
事

務
所
(
(
(

九
上

四
(

一
)

、
東
祁

福

祉
事

務
所
(

　

六
二

五
―
匕

一

〇
五
)

、
西

部

福

祉
事

務

所
(

　
(

九
ヒ
ー
五

〇

一

一
)

、

北
部

福

祉
嘔

務

所
(

　

八

八
三
-

六

八
〇

〇
)

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
・

児
童
育
成
手
当

あ
な
た
は
、
こ
の
手
当
の
制
度
に

該
当
し
て
い
ま
せ
八
か
。

骸
当
の
万
は
、
あ
な
た
自
身
で
申

漬
の
手
続
き
<
c
'し
な
い
と
支
給
さ
汨

ま
せ
ん
。

手
肖
は
、
申
凅
の
翌
月
分
か
ら
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
所
得
川

限
も
あ
り
ま
す
の
で
區
へ
お
問
い
ぺ‥

わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
(
国
制
度
)

川
収
国
民
で
区
内
に
住
所

か
あ

り
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
重
二
人
以

上
扶
養
し
、
そ
の
二
人
目

以
降
の
児
童
の
'つ
仁

義

秘
教
育
終
了
前
の
児
童
に

支
給

児
一
育
成
手
当
(
区
制
度
)

ぼ
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
手
当
種
別
に
該
当
す

る
方
に
支
給

①
育
成
手
当
・
=
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
ス
次

の
状
態
に
あ
る
児
童

▼
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▼
父
ま
た
は
毋
が
生
死

不
川
▼
父
ま
た
は
母

に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
▼
母
か
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
懷
胎
し

た
児
童
(
父
か
ら
認
知

さ
れ
た
児
童
を
除
く
)
y

父
母
か
離
婚

▼
父

ま
た
は
母
か
法
令
に
よ
り
一
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
▼
父
ま
た

は
母
が
重
t
の
障
害
を
有
す
(
身

床
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
程
度
)

②
障
害
手
当
・・・
ニ
ト
歳
未
満
で
心
身

に
障
害
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
児
童

▼
柄
神
薄
弱

で
「
愛
の
手
帳
」
一～
三
度
▼

斗
体
障
害
で
【
身
体
陣
害
者
手
帳

】
・
二
級
」

▼
脳
性
麻
痺
ま
た

は
進
行
性
筋
萎
縮
症

⑤
特
別
手
当
…
十
(
歳
未
尚
の
児
童

を
三
人
以
上
扶
養
し
、
そ
の
三
人

日
以
降
の
児
童
の
う
ち
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
に
支
給
(
剛
の
児

童
手
当
骸
当
者
は
除
く
)

手
当
額
(
上
表
参
照
)

問
合
せ
先

児
童
手
当
係

手 当 額( 月額)

点
字
ブ
ロ
ッ
ク

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

竹
の
塚
駅
か
ら
心
身
障
害
而
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
歩
道
に
は
、

黄
色
の
ブ
ロ
y
ク
そ
設
け
て
い

ま
す
。

こ
の
上
に
自
転
車
な
ど
を
匱

さ
ま
す
と
た
い
へ
ん
危
険
で

す
。
障
害
を
持
つ
方
々
か
安
心

し
て
通
行
で
き
る
よ
・
气
お
互

い
に
心
意
し
ま
し
冫
つ
。

募

集
し
ま

す

―
足
立
区
職
員
―

―
特
別
区
職
員
―

□
足
立
区
職
員

職
種
社
会
教
育

人
員

四
名

探
用
予
定
日

昭
和
五
士

牟

七

月
一
日
以
降

勤
務
先

燮

貝

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
(
足
立
ほ
東
保
木
間
二
上
一

匕
!
一
)

応
募
資
格

社
会
教
育
主
事
の
賢

格
(
取
得
見
込
も
含
み
ま
す
)

お
よ
び
保
健
体
育
の
教
員
免
許

を
有
す
る
方
で
、
昭
和
五
十
六

年
七
月
一
日
現
在
綯
三
十
戚
末

膺
の
方

応
募
方
法
履
歴
書
(
市
販
の
用

紙
使
用
、
自
署
、
写
真
貼
付
)
、

成
績
証
明
气
卒
業
証
明
蓆
、

教
員
免
許
状
(
保
健
体
育
)
の

写
し
、
t
″
一
通
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

募
集
期
間
五
月
六
日
～
j
五
日

申
込
・
問
合
せ
先

職
員
調
人
澎

係
□
特
別
区
職
員

職
種

保
健
婦

人
員

若
干
名

第
一
次
賦
験

五
月
十
四
日
(木
)

勤
務
先

保
健
所
・
保
健
相
談
所

応
募
賢
格

学
歴
を
問
わ
ず
、
昭

和
十
一
年
七
月
二
日
～
昭
和
三

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
保
健
婦
の
免
井
を

有
す
る
方

(
固
家
試
験
合
格
等
、免
許
の
交

付
を
受
け
る
賢
格
を
有
し
、
こ

れ
を
申
誦
中
の
方
、
お
よ
ぴ
昭

和
五
十
六
年
三
月
に
行

わ
れ

た
、
国
家
試
験
に
よ
り
、
免
許

ふ
I
}
取
得
す
る
方
を
含
み
ま
す
)

申
込
先
・
期
間

▼
都
内
各
区
役

所
人
事
係
:
一
五
月
六
日
～
七
日

▼
特
別
区
人
事
委
貝
会
事
務
局

逆
用
課
・・・五
月
六
日
～
十
三
日

氷
申
込
番
類
は
左
記
の
嶇
所
に
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先

特
別
区
人
事
4
艮
会

事
務
局
任
用
糾

　
二
六
五
-

○
六
七
}

新
用
途
地
域
地
区
の

施
行
に
つ
い
て

三
月
丿
七
口
の
区
の
徊
知
ら
せ

(
用
途
地
城
地
区
決
定
特
集
号
)
で

お
知
ら
せ
し
た
新
用
途
地
域
地
区
は

四
月
卜
卜
よ
り
吻
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
影
規
制
に
つ
い
て
も
、

同
日
よ
り
新
規
制
で
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
日
彫
規
制
は
中
川
一
丁
目

保
塚
町
の
二
部
に
つ
い
て
、
七
月
十

日
施
行
と
な
る
Z
城
か
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
左
記
に
ど
う
ぞ
。

用
途
・・・
都
市
盤
備
課
都
市
計
画
係

日
影
・・・
建
築
指
導
課
調
査
係

国民 年 金 保 険 料 を

納 め ら れ な い 方 へ

経
済
的
な
募
情
で
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
方
や
、
生
活
保
護
法
に
よ

る
教
育
扶
助
等
を
叉
け
て
い
る
方
は
、

保
険
料
免
除
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
、
将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

印
か
ん
、
年
金
手
帳
を
持

参
の
う
え
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
出

張
所
へ

申
請
・
問
合
せ
先

国
民
年
金
誄

国
民
年
金
相
談

区
で
は
国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問

や
、
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
く
わ
し
く

知
り
た
い
方
々
の
た
め
に
、
国
民
年
金

相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
東
京
都
国
民
年
金
郎
か
ら
専

門
官
か
來
庁
し

、区
民
の
方
々
の
質
問
、

相
談
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

五
月
六
日
(
水
)
午
前
十
時
～

午
後
三
時
三
十
分

場
所

区
役
所
二
階
国
民
年
金
課

問
合
せ
先

国
民
年
金
課

申込受付方法が変わります

竹の塚社会教育館大ホール

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い

る
、
竹
の
塚
社
会
教
育
館
大
ホ
ー
ル
の

申
込
受
付
方
法
が
、
六
月
一
日
か
ら
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

申
込
受
付
方
法

利
用
す
る
月
の
六
ヵ

月
前
の
初
日
(
初
日
が
休
館
日
の
場

合
そ
の
翌
日
)
午
前
九
時
か
ら
抽
選

に
よ
り
受
付
ま
す

申
込
受
付
場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

事
務
室
(
三
階
)

休
館
日

月
曜
日
(
祝
日
の
と
き
は
翌

日
)
、
第
三
日
曜
日
(
祝
日
の
と
き

は
翌
日
)

申
込
・
問
合
せ
先

竹
の
塚
社
会
教
育

館

　
八
五
〇
上
こ

○
七

工業用 ミシン

技 能 講習 会

日
時

五
月
十
(
日
ヱ

ー十
九
日
、
午

前
十
時
～
午
後
三
時

場
所

内
職
袖
導
所

定
員

上
(
名
(
先
着
順
)

受
一
料

無
料

受
付
日

五
月
十
一
日
(
月
)
午
前
九

時
か
ら

申
込
方
法

住
所
の
確
認
が
で
き
る
も

の
(
た
と
え
ば
、
健
康
保
険
証
な
ど
)

を
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

内
戦
補
導
所

　

八
八
八
-
七
三
四
六
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保 健 所
だ よ り

子
宮
が
ん
検
診

対
象

膺
三
十
歳
以
上
の
区

民
(

過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受

け
こ
い
な
い
方
)

検
診
日

六
月
・
七

月
の
毎
週
金一
日

検
齢
場
所

保
健
セ

ン
タ
ー

定
員

各
回
三
卜
五

名
費
用
九
百
円
(
だ

だ
し
、
生
活
保
護

世
帯
の
万
は
、
生

保
の
し
お
り
を
、

住
民
税
非
課
税
璧

帯
の
方
は
、
住
民

税
非
課
税
証
明
番

を
当
日
持
参
す
れ

ぱ
免
除
し
ま
す
)

検
診
で
き
な
い
方
生
理
中
の
巧

や
婦
&
科
医
で
冶
療
中
の
方

申
込
期
間

五
月
五
日
～
卜
日
(

当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
法

左
の
ハ
ガ
キ
記
入
例

を
参
考
に
し
て
往
復
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
ハ
ガ

キ
は
一
人
一
枚
に
隕
り
ま
す
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
遇

を
し
ま
す
の
で
、
希
望
の
日
以
外

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

保

健
セ
ン
タ
ー
　

八

屁
瓦
l
四
一
五
一

母
親
学
級

勳
い
て
い
る
妊
婦
さ

ん
を
対
象
と
し
た
母
親

学
級
旁
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

五
月
十
六
川
(

土
)
午
後
一
時
ミ

十
分
～
四
時

内
容

妊
娠
巾
の
上
店
と
栄
餐
、

映
画

申
込
方
法

一
話
に
よ
る
予
約
制

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健
相

談
所

　
六
〇
六
1
円
一
い
〕一

ハガキの記入例

ひろば
☆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会

日
時

五
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時

場
所

足
立
区
体
育
館

対
象

土
(
歳
以
上
の
方

参
加
費
五
百
円
(
賢
料
代
含
ひ
)

注
意

上
履
き
用
連
勵
靴
持
参

そ
の
他

民
族
衣
装
着
用
歓
迎

問
合
せ
先

区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
J
連

盟

　
八
八

】
1
九
〇
六
五

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
夕
べ

日
時

五
月
十
四
日
(
木
)
・
二
十
八

日
(
木
)
午
後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所

千
野
第
一
t小
学
校
体
育
館

対
象

十
六
歳
以
上
の
方
(
初
心
青

歓
迎
)

参
加
費

無
料
(
入
場
自
由
)

注
意

上
履
き
用
運
助
靴
持
参

問
合
せ
先

区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

盟

　
八
八
一
-
九
〇
六
五

☆
足
立
子
ど
も
劇
場
会
員
募
集

観
子
で
演
劇
を
見
る
会
で
す
。
年

四
～
五
回
の
観
劇
を
予
定
し
て
い
ま

す
。(
今
年
度
予
定
六
月
十
四
日
、

八
月
二
十
九
日
、
十
月
二
十
五
叺

一
月
二
十
四
日
)

会
費

観
子
と
も
月
三
百
円
、
入
会

金
百
円

問
合
せ
先

足
立
子
ど
も
劇
楊
実
行

委
貝
会
(
月
・
水
・
金
の
午
前
十

時
～
午
後
二
時

　
八
八
三一
九

七
三
八
)

☆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
ど
ん
ぐ
り

日
時

毎
週
土
曜
日
(
月
三
回
)
午

後
三
時
上
(
時

場
所

青
年
館

金
費

一
ヵ
月
千
七
百
五
月
円
(
入

会
時
二
ヵ
月
分
納
入
)

問
合
せ
先

原
典
子
(
笆
(
○
五
-

三
二
九
七
)
、
奈
良
井
幸
子
(
　

八
八
九
1
三
九
八
七
)

☆
油
絵
の
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

水
曜
日
の
午
前
中
を
中
心
に
、
こ

れ
か
ら
始
め
た
い
人
、
ひ
と
り
で
描

い
て
い
る
人
、
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

費
用

月
額
千
五
百
円
程
度

問
合
せ
先

川
内
(
　
八
八
四
-
五

九
一
六
・・・昼
)

、(
　
八
五
〇
一

五
九
四
三
・
:夜
)

投
稿
規
定

▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、催
し
も
の
、

講
習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
ハ
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内

▼
住
所
、
氏
名
、
団
体

名
、一
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記

▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可

▼
掲

職
、
不
掲
緘
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

▼
締
切
り
は
発
行

日
の
1
ヵ
月
前

▼
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
一
-
四
-

一
八
) 地

方
税
法
が

改
正
に
な
り
ま
し
た

昭
和
五
上
(
年
度
個
人
住
民
税
(

特
別
区
民
税
、
郎
民
税
)
の
改
ぷ

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
恚

皆
さ
ん
が
納
め
る
区
民
税
は
、
明

る
く
僅
み
よ
い
足
立
区
ふ・つ
く
る
た

め
に
有
効
に
使
わ
れ
ま
す
。
納
税
に

っ
い
て
正
し
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

分
離
長
期
譲
渡
所
得
に
対
す
る
所
得

割
の
改
正

▼
一
般
の
艮
期
譲
渡
所
得
力
鳩
介

・
:左
下
表
I
の
と
お
り

▼
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め

の
艮
期
譲
渡
所
得
の
場
合
=・
左
下

表
Ⅱ
の
と
お
り

均
等
割
非
課
税
限
度
額
の
改
正
(
カ

ッ
コ
内
は
改
正
前
)

▼
前
年
中
の
所
得
の
金
額
が
《
控

除
対
象
配
偶
習
十
扶
養
観
族
数
十

一
》
×
ニ
ト
二
万
円
(
二
十
二
万

円
)

所
得
割
非
課
税
制
度
の
創
設

▼
肘
年
中
の
所
得
の
金
順
が
《
控

除
対
象
配
偶
黔
十
扶
養
親
族
数
十

こ

×
ニ
ト
三
万
円
を
超
え

《
控

除
対
象
配
偶
者
十
扶
養
親
族
数
十

一
》
×
二
十
七
万
円
以
下
の
人
は

所
得
割
が
非
課
税
と
な
り
均
等
割

の
み
課
税
さ
れ
ま
す

所
得
割
の
調
整
措
置
の
創
設

▼
《
二
十
七
万
円
×
控
除
対
象
配

偶
者
十
扶
養
親
族
数
十
一
》
-

《
総
所
得
金
額
!
算
出
税
額
》
―

調
塵
額

例
・・・
夫
娩
、
子
二
人
で
総
所
得
金

額
百
八
万
三
千
円
、
社
会
保
険
料

八
万
八
千
円
と
し
た
場
合

百
八
万
円
(
二
十
七
万
円
×
四
)

-
(
百
八
万
三
千
円
一
四
千
五
百

六
十
円
・・・通
常
の
所
得
割
額
)
-

千
五
百
六
十
円
(
調
整
額
)
、

四
千
五
百
六
十
円
-
千
五
百
六
十

円
―
三
千
円
(
実
際
に
納
付
す
る

所
得
割
額
)

老
人
控
除
対
象
配
偶
者
控
除
の
創
設

▼
控
除
対
象
配
偶
者
の
う
ち
、
年

齡
七
十
歳
以
上
の
人
で
陣
害
者
に

咳
当
し
な
い
人
(
控
除
額
・
三

十

三
万
円
)

軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税
の
廃
止

▼
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、
二
倫

の
小
型
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
の
月
割
課
税
が
廃
止
さ
れ
、
四

月
一
日
現
在
に
お
い
て
年
一
回
の

課
税
と
な
り
ま
し
た

問
合
せ
先

第
一
・
第
二
課
税
係

表I　長期譲渡所得 ( 改正前)

( 改正後)

表I I　優良住宅地の造成等のための最期譲渡所得 ( 改正前)

( 改 正 後)

学校建築費も税金の一部( 栗島中学校4 月1 日・開校)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
8
)

昭
和
七
年
(
一
九
三
二
年
)
末

か
ら
八
年
に
か
け
て
、
哉
判
所
差

別
事
件
が
お
こ
り
ま
し
气

こ
れ
は
、
香
川
県
の
同
和
地
区

の
青
年
が
、
同
和
地
区
外
の
女
性

と
知
り
あ
い
、
紬
婚
を
約
東
し
て

同
棲
し
た
と
こ
ろ
、
女
性
の
父
親

が
だ
ま
さ
れ
て
誘
拐
さ
れ
た
と
高

松
警
察
署
に
訴
え
た
事
件
で
す
。

高
松
地
方
霞
判
所
は
、
「
部
落

民
は
、
結
婚
に
さ
い
し
て
自
分
の

身
分
を
相
手
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
自
分
の
身
分
を
相
手

に
知
ら
さ
ず
結
婚
す
る
の
は
犯
罪

で
あ
る
」
と
し
て
、
同
和
地
区
の

青
年
を
有
罪
に
し
ま
し
た
。

す
で
に
、
法
制
上
は
廃
止
さ
れ

て
い
る
封
建
的
身
分
を
法
的
に
認

め
、
無
実
の
青
年
の
人
権
を
じ
ゅ

う
り
ん
し
た
点
で
、
こ
の
事
件
は

悪
質
き
わ
ま
り
な
い
差
別
裁
判
で

し
た
。

こ
の
裁
判
は
、
全
国
の
同
和
地

区
の
人
ぴ
と
を
憤
激
さ
せ
ま
し

た
。
全
国
水
平
社
は
、
同
和
地
区

ご
と
に
糾
弾
闘
争
委
貝
会
そ
っ
く

り
、
全
国
的
な
活
勳
に
も
り
あ
げ

ま
し
た
。
騎
願
大
行
進
、
司
法
大

臣
や
検
事
総
長
に
対
す
る
抗
議
の

結
果
、
青
年
は
仮
釈
放
、
関
係
者

退
職
、
転
任
な
ど
の
処
分

と
な

り
、
や
っ
と
だ
た
か
い
に
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
解

放
運
助
は
い
ち
だ
ん
と
も
り
あ
が

り
ま
し
た
。

こ
の
水
平
社
の
活
助
は
、
昭
和

十
五
年
、
第
十
六
回
大
会
か
。最
後

と
し
て
終
り
を
告
げ
、
戦
時
中
は

中
断
し
ま
し
た
が
、
水
平
社
の
伝

統
は
峨
後
の
解
放
連
動
に
う
け
つ

が
れ
て
い
く
の
で
す
。

第
二
次
世
界
大
峨
は
、
昭
和
二

十
年
(
一
九
四
五
年
)
八
月
十
五

日
、
日
本
政
府
か
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

を
受
諾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
結

を
み
ま
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
十

―
月
三
日
、
主
権
在
民
、
永
久
平

和
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
三
本
柱

を
中
心
と
し
た
日
本
国
憲
法
が
公

布
さ
れ
、
翌
年
五
月
三
日
を
期
し

て
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
荒
廃
の
中
で
、
郎
落
解

放
運
助
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
気

遣
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
京
都
に
お

い
て
、
部
落
解
放
全
国
委
員
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
閃
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

緑を写そう
第5 回

自然と緑の

写真コンクール

区
で
は
、
自
然
や
緑
へ
の
親
し
み

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、

第
五
回
自
然
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
よ
の
注
意

▼
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方
で
、
作
品
は
一
年
以
内
に
撮
影

し
た
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
隕

り
ま
す

▼
応
募
作
品
の
点
数
に

は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

入
賞
は
一
人
一
賞
と
し
ま
す
y

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▼

入
賞
し
た
方
は
、
ネ
ガ
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

作
品
の
使
用
権
は
、
区
に
帰
S
し

ま
す

応
募
作
品
の
規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
、2
L
(

キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
～

四
ツ
切
、
ふ
ち
な
し
(
台
紙
無
用
)

提
出
期
限

八
月
三
十
一
日

賞
推
せ
ん
三
点
、特
選
・
・
・
三
点

入
選
・・・
十
点
、
佳
作
…
二
十
点
(

入
X
者
に
は
、
賞
状
・
賞
品
を

差
し
あ
げ
ま
す
)

提
出
先

足
立
区
環
境
保
全
課
緑
政

係
、
ま
た
は
区
内
写
真
材
料
商
業

協
同
組
合
加
盟
カ
メ
ラ
店

問
合
せ
先

緑
政
係

届出をお忘れなく

家屋を新築・

改築された方

住
居
表
示
が
す
で
に
済
ん
だ
地
域
内

で
、
家
屋
等
を
新
築
・
改
築
さ
れ
た
方

は
、
新
た
に
、
住
居
番
号
(
住
所
)
を

付
け
る
た
め
の
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
正
し
い

住
所
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
転
入
届

・
転
居
届
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
届
出
に
は
、
建
築
確
認
通
知

書
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

住
居
表
示
係

東京都議会議員選挙

立候補予定の方へ

事前説明会があります

東
京
都
議
会
職
員
選
挙
が
、
七
月
五

日
(
日
)
に
行
わ
れ
ま
す
。

遇
挙
管
理
委
員
会
で
は
東
京
都
議
会

蝮
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、

次
の
要
領
で
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
必

ず
出
席
く
だ
さ
い
。

な
お
、
立
候
禰
届
出
に
必
要
な
一
顛

は
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時

五
月
二
十
日
(
水
)
午
後
一
時

三
十
分

場
所

区
役
所
七
階
大
会
喰
窒

参
加
人
員

一
立
候
補
者
に
つ
き
二
名

ま
で

問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

教育センター

受 講 生 を 募 集 し ま す

□
絵
画
教
室

日
時

六
月
九
日
～
十
月
二
十
日
の
毎

週
火
曠
日
(
延
十
五
日
閥
)
午
後
六

時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

対
象

一
般
区
民
(
成
人
)

内
容

初
歩
の
油
絵

費
用

無
科
(
教
材
賢
自
己
負
担
)

定
員

四
十
名

□
英
会
話
教
室

日
時
六
月
十
三
日
～
十
一
月
二
十
八

日
の
毎
週
土
曜
日
(
延
二
十
日
閭
)

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

対
象

高
校
生
以
上
の
区
民

内
容

初
歩
の
英
会
話

費
用

無
料
(
教
材
賢
自
己
負
担
)

定
員

四
十
五
名

申
込
方
法

い
ず
れ
も
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
庄
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
(
ま
た
は
半
校
名
、
学

年
)
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
申
し
込
み

多
数
の
楊
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
)

申
込
期
限

い
ず
れ
も
、
五
月
十
一
日
(

当
日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
(

〒
剛
竹
の
塚
一
丁

二
五
-
三
　

　
八
五
〇
-
八
八
〇
一
)
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ス
ポ
ー
ツ
で

か
ら
だ
を
鍛
え
よ
う

区
民
ス
ポ
ー
ツ

教

室

日
常
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取

り
入
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
体
力
の
向

上
と
健
康
増
進
を
は
か
る
た
め
実
施

し
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
十
六
歳

以
上
の
初
心
者
の
方
(
た
だ
し
、

高
校
生
そ
除
く
)

種
目
・
会
場
・
実
施
日
・
定
員

下

表
の
と
お
り

実
施
時
間

午
後
六
時
三
十
分
～
八

時
三
十
分
(
歓
式
テ
ニ
ス
日
曜
コ

ー
ス
は
、
午
前
七
時
～
八
時
三
十

分
)

※
金
曜
コ
ー
ス
は
、
十
月
十
四
日
よ

り
水
・
金
の
週
二
回
と
な
り
ま
す
。

費
用

無
料
(
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
匐

持
ち
の
方
は
持
ぢ
し
て

く
だ
さ

い
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、職
業
、電
話
番
号
、

希
望
の
種
目
、
会
場
(
テ
ニ
ス
の

場
合
は
軟
式
、
硬
式
の
別
と
希
望

の
昭
日
を
記
入
)
を
明
記
し
、
体

育
課
区
民
ス
ポ
ー
ツ
担
当
(
〒
1
2
0

千
庄
一
一
四
一
一
八
)
へ

※
た
だ
し
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限

五
月
十
日
(
当
日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

区 民 スポ ーツ 教 室の 会場一 覧
( 各会場共申込制・申込は体育課へ) 　時間午後6: 00～8: 30

水
上
安
全
法

救
助
員
請
習
会

水
泳
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
水
泳
指

導
員
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
水
に

よ
る
事
故
防
止
に
対
す
る
知
識
と
救

助
法
を
習
得
し
、
水
に
よ
る
儀
牲
者

を
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習

会
で
す
。

日
時

五
月
二
十
日
～
二
十
一
百
・

二
十
六
日
～
二
十
九
日
、
六
月
二

日
丕
二
日
・
五
日
(
延
十
日
閧
)

午
後
六
時
～
八
時
三
十
分

場
所

▽
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
・・・
実

技

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

こ・
学
科

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
潸
十
八

歳
以
上
で
三
百
封
以
上
泳
け
る
方

定
員

百
名
(
抽
選
)

内
容

学
科
三
日
、
実
技
五
日
、
試

験
二
日
(
試
験
に
合

格
す
る
と
日
赤
救
助

員
の
賢
格
を
取
得
で

き
ま
す
)

講
師

日
赤
水
上
安
全

法
指
導
員

費
用

無
料
(
教
材
費

自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、一

括
番

号
、職
業
を
明
記
し
、

体
育
課
水
上
安
全
法

救
助
員
講
習
会
担
当
(

〒
旧
千
住
一
-
四
I

一
八
)
へ

ご
注
意

参
加
者
は
、

医
師
の
健
康
診
断
書
(

一
ヵ
月
以
内
で
水

泳
が
可
能
と
判
明
で

き
る
も
の
)
を
初
日

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

区
民
体
力
テ
ス
ト

教
育
委
貝
会
で
は
、
体
力
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
、
健
康
と
体
力
づ
く
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
会
場
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
体

力
テ
ス
ト
の
用
紙
も
配
付
し
ま
す
。

日
時

五
月
十
七
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
受
付

け
て
い
ま
す

場
所

千
野
第
六
小
学
校
体
育
館

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
十
八
蔵

以
上
の
方

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
し
、

体
育
課
区
民
体
力
テ
ス
ト
担
当
(

〒
1
2
0千
住
一
-
四
-
一
八
)
へ

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日

五
月
二
十
三
日
ヱ

ー十
四
日
(

夜
行
日
帰
り
)

場
所

奥
秩
父
、
笠
取
山

参
加
資
格

区
内
在
僅
・
在
動
・
在

学
で
濟
十
六
歳
以
上
六
十
五
歳
未

濟
の
健
康
な
方

参
加
費

六
千
円

定
員

五
十
名
(
先
着
順
)

申
込
先

駒
草
山
荘
(
　
八
八
一
1

二
四
九
〇
)
、
マ
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
(

　
八
四
八
-
五
一
〇
一
)

問
合
せ
先

申
込
先
ま
た
は
体
育
課

スポーツセンター事業案内

※ 各教令に参加する方は、オリエンテーションの加までにヘルスチェッ クを受けていただきます。
なお、オリエンテーションに出席されない場合は、 教室。に参加できません。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
安
全
で
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

五
月
七
日
(
木
)
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

シ
ュ
ー
ズ
・
ウ
ェ
ア
を
着
用
し

な
い
方
の
体
育
施
設
の
使
用
を

制
限
し
ま
す
。
ジ
ー
パ
ン
、ス
カ

ー
ト
な
ど
で
は
プ
レ
ー
で
き
ま

せ
ん
の
で
ど

漢
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
館
内
二
噌
以
上
は
、

「
土
足
」
禁
止
と
な
り
ま
す
の

で
、
入
館
の
際
は
、
必
ず
上
履

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
兄

だ

し
、ア
ス
レ
チ
y
ク
ル
ー
ム
・
剣

道
場
、
柔
道
場
を
除
き
ま
す
)

ふ る っ てご 応 募 くだ さい

足立区展の作

品 を 募 集

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
今
回

か
ら
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
足
立

区
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
ニ
チ
イ

西
新
井
店
四
階
)
で
六
月
―不

日
～
七

月
十
六
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。

□
応
募
作
品
規
定

洋
画

▽
少
年
の
部
・・・
油
絵
、水
彩
画
、

版
画
で
三
十
号
以
下
、
仮
縁
以
上
の

額
装
、
飾
付
け
紐
付
き
一
名
一
点
、

中
学
三
年
生
ま
で

▽
一
般
の
部
…

油
絵
、
水
彩
画
、
版
画
で
五
十
号
以

下
、
仮
縁
以
上
の
額
装
、
飾
付
け
紐

付
き
一
名
二
点
以
内

彫
塑
少
年
・
一
般
の
郎
と
も
、作
品

材
質
は
特
に
制
限
な
し
、
大
き
さ
は

一
封
四
方
以
内
、
一
名
三
点
以
内

書
道

▽
少
年
の
部
・・・
漢
宇
、
か
な
で

半
切
仮
巻
以
上
、
小
学
三
年
生
～
中

学
三
年
生
ま
で
一
名
一
点

▽
一
般

の
郎
・・・
漢
宇
、
か
な
、
近
代
詩
文
、

前
衛
、
て
ん
刻
、
刻
宇
で
軸
装
か
順

装
、
枠
張
と
し
、
九
十
一
り
×
百
八

十
二
り
以
内

※
搬
入
、
搬
出
に
つ
い
て
の
く
わ
し
く

は
、
別
途
「
区
の
お
知
ら
せ
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

文
化
係

足
立
区
少
年
相
談
室
を
六
月

末
頃
ま
で
休
み
ま
す
。

電
話
に
よ
る
相
談
は
、
浅
草

少
年
セ
ン
タ
ー
(
　
八
四
四
-
O
O

四
六
)
ま
た
は
最
寄
り
の

警
察
署
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

く
わ
し
く
は
、
青
少
年
対
策

担
当
へ
。

掲

示

板

わ
ん
ぱ
く
相
撲

東
京
場
所

-
足
立
区
大
会
-

日
時

五
月
二
十
四
日
(
日
)
午

前
九
時

場
所

壁

艮

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

出
場
資
格

区
内
在
住
・
在
学
の

小
学
三
年
玉
(
年
生
(
男
女
)

※
小
学
一
・
二
年
生
は
、
三
年
生

と
し
て
出
鳩
で
き
ま
す
。

競
技
方
法

学
年
別
決
肋
(
佃
人

勝
抜
き
峨
)

競
技
規
定

上
半
身
は
だ
か
で
、

海
水
パ
ン
ツ
も
し
く
は
半
ズ
ボ

ン
の
う
え
に
さ
ら
し
を
巻
く

参
加
料

無
料

主
催
(

社
)
東
京
青
年
会
議
所

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
一
話

申
込
期
限

五
月
十
八
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

金
子
喜
一
(

〒
Ⅲ
東
伊
興
町
四
六
-
五
八

　
八
九
九
-
四
〇
四
四
)

消
費
者
生
活
講
座

日
時

五
月
十
二
日
・
十
五
日
・

十
九
日

午
後
一
時
三
十
分
～

四
時

内
容

遺
伝
子
工
学
を
考
え
る

定
員

六
十
名
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
ま
た
は一
話

申
込
・
問
合
せ
先

都
消
費
者
セ

レ
タ
ー
江
東
支
所

　
六
三
五
-

○
九
一
五

五
月
は
、
特
別
土
地
保
有

税
(
所
碍
分
)
の
申
告
納
付

月
で
す
。
該
当
す
る
方
は
、

六
月
一
日
ま
で
に
都
税
事
務

所
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

し
尿
浄
化
槽
清
掃
経
費

軽
減
証
を
大
切
に

都
で
は
、
区
内
に
あ
る
届
出
済

み
の
し
尿
浄
化
槽
に
対
し
て
、
年

一
回
清
掃
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。こ
の
た
め
の
「
し
尿
浄
化
槽

清
掃
経
費
軽
減
証
」を
、四
月
上
旬

に
お
送
り
し
ま
し
た
。
再
発
行
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
清
掃
の
と
き
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

家
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
、
新

た
に
浄
化
槽
を・
便
用
す
る
方
は
、

三
十
日
以
内
に
使
用
開
始
報
告
書

(建
築
確
認
I
に
添
付
)
の
裸
出

が
必
要
で
す
。

都
は
、
報
告
に
基
づ
き
助
成
し

て
い
ま
す
の
で
、
届
出
済
み
の
浄

化
槽
が
設
置
さ
れ
た
分
譲
庄
宅
を

購
入
し
た
方
は
、
報
告
を
し
な
い

と
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
都
清
掃
局
環
境

指
導
都
浄
化
旆
股
課
【
　
二

二
-

五
一
一

】)
へ
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

出
張
相
談

日
時

五
月
十
四
日
(
木
)
午
後

一
時
～
四
時

場
所

区
第
二
庁
舎
会
議
室

内
容

パ
ー
ト
の
求
人
求
職
相
験

問
合
せ
先

足
立
畷
安
凧
業
相
談

グ
ル
ー
プ

　
八
八
二
上

二

八
七巡

回
労
働
相
談

日
時

五
月
十
三
日
・
二
十
七
日

午
後
一
時
～
四
時

場
所

足
立
区
動
力
福
祉
会
館

問
合
せ
先

王
子
労
政
事
務
所

　
九
〇
〇
i
O
一
一
六

ふ
す
ま
の

張
替
え
を
し
ま
す

今
の
時
期
は
、
比
較
的
す
い
て

い
る
た
め
、
す
ぐ
に
で
き
あ
が
り

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

高
齢
者
事
業

団

　
八
七
〇
上
(
二
二
二

高
齢
者
の

知
職
技
能
講
習
会

お
お
ひ
ね
五
十
歳
以
上
の
方
を

対
象
と
し
た
講
習
会
で
す
。

□
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

日
時

六
月
一
日
～
四
日
・
八
日

～
十
日
、
午
後
六
時
～
八
時
三

十
分

定
員

二
十
名
(
先
着
順
)

費
用

千
円

□
毛
筆
・
筆
耕

日
時

六
月
十
五
日
・
十
八
日
・

二
十
二
日
・
二
十
五
日
・
二
十

九
日
、
七
月
二
日
・
六
日

定
員
三
十
名
(
先
着
順
)

費
用

千
円

申
込
方
法

い
ず
れ
も
、
指
定
の

受
講
願
一

に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

各
講
習
会
と
も
、
五

月
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
、

赤
羽
職
業
訓
練
校

　
九
〇
九
!

八
三
三
四

短
期
技
能
講
習
会

日
時

五
月
二
十
日
ニ
ー
十
三
日

午
後
五
時
三
十
分
～
八
時
四
十

分
(
土
曜
日
は
午
後
〇
時
三
十

分
上
(
時
五
十
分
)

定
員

四
十
五
名

内
容

ガ
ユ
溶
接

費
用

千
円

申
込
方
法

直
接
当
校
へ

申
込
期
間

五
月
十
二
日
～
十
六

‘日
'
(土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先

江
戸
川
畷
業

馴
練
校

　
六
吾

〒
一
四
四

こ職
業
訓
練
生
募
集

□
ア
ー
ク
溶
接

日
時

五
月
二
十
六
日
ヱ
(
月
四

日
(
延
七
日
間
)
、
午
後
六
時

～
九
時
(
土
曜
日
は
午
前
九
時

～
午
後
五
時
)

定
員

四
十
五
名
(
先
一
順
)

費
用

千
円

□
ビ
ル
管
理
者
の
尢
め
の
や
さ
し

い
シ
ー
ケ
ン
ス

日
時

六
月
十
五
日
ヱ
(
月
二
十

三
日
(
延
七
日
間
)
、
午
後
六

時
～
八
時
三
十
分

定
員

四
十
五
名
(
先
着
懇

費
用

千
円

申
込
方
法

い
ず
れ
も
、
入
校
願

番
に
必
要
事
項
を
記
入
の
'う
え

費
用
を
添
え
て
当
校
へ

申
込
期
間

▽
ア
ー
ク
溶
接
…
五

月
一
(日
～
五
月
十
六
日

▽
ビ

ル
管
理
者
の
た
め
の
や
さ
し
い

ジ
ー
ゲ
ン
予
・
五
月
十
八
日
～

五
月
三
十
日

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
、

亀
戸
職
業
訓
練
校

　
(
八
三
-

○
三
四
一

五
月
は
、
自
動
車
税
の
納

期
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機

関
か
都
税
事
務
所
で
六
月
一

日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

訂
正

前
号
の
記
募
(
ひ
ろ
ぱ

欄
)
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詑
ひ
し
ま
す
。

(
正
)
坂
本
　
八
八
三
-
七
四
八
〇

(誤
)
坂
本
　
八
八
三
-
七
四
〇
八

TO. S　237, 000


